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＠知識と技術を高める人材を育成

集中ケア認定看護師中野あけみ（なかのあけみ）看護師長

患者さんにとって、とくに入院した場合などは、最も身近な存在なの
が看護師さんです。本院では専門的な知識と経験を持った各方面の
認定看護師を養成していますが、その中でも救急蘇生や病状が急変
したときの対応、人工呼吸管理など重い症状の患者さんが一日でも早
〈回復されるのを手助けするのが、「集中ケア認定看護師Jです。

その教育責任者である中野あけみ看護師長はこう語ります。「ICU(
集中治療室｝など現場はとても多忙で厳しいですが、緊張感と連帯感
が私は好きです。生命の危険があった患者さんが回復してくれたとき、
大きなやりがし、と喜びがありますJ

多様化し、日進月歩の医療の世界にあって、看護分野もまた知識と
技術を高め続けることが求められるのです。危機的状態にある患者さ
んは、分、秒単位で容態が変わります。教科書や机上の学問的な勉強
はもちろんのこと、そのうえで「何かおかしいjといった第六感のような感
覚を磨くことや、チームワ ークでの対応など総合力で課題に取り組むこ
とが大切になります。

現場経験20余年の実績を踏まえて、管理職として若手の人材育
成に取り組む中野師長は、「地道に、
歩みを止めず、いくつになっても学び
続けることの 大切さを教えて行きた
いjと、自分に言い聞かせるように言
葉を続けます。

それと同時に、患者さんやそのご家
族に対して、安心感を持ってもらえる
ように、丁寧できめ細かい精神面での
ケアを大切にするという、看護の基本
中の基本を大切にすることも決して忘
れてはいないのでした。

⑧川てりと音を立てて
タクアンを噛みたいJを実現

医療技術膿員清水裕次（しみずゅうじ｝歯科技工士

歯医者さんと連携して義歯（入れ歯）などを作るのが歯科技工士さん
の役目で、一人ひとりの患者さんに最適のものとなるよう工夫された、す
べてオーダーメイドの作品です。

子どもの頃からモノづくりが
、

好きで、プラモデルや簡易ラジオの製作を
していた清水さんが、医療系の仕事で自分に適していて「難しいが面白
そうだ」と関心を持ったのが歯科技工士の世界でした。材質についての
理工学的な分野と、 つひとつ手作り製作というものづくりの匠の世界
に、面白さとやりがいを見つけたことがきっかけです。

高齢化や病気で歯や口の機能に障害が出ると、噛む、飲み込む、話
すといった動作に支障が出ます。食に関する障害は健康にも大きく影響
しますし、会話に不自由したり、見た目を気にすることが生活の質を低下
させる悪循環につなが

‘

ります。「ちゃんと噛めることの喜びはとても大きく
て、若い頃のように音を立ててタクアンが食べられるようになったといった
感激の声を聞くと、自分自身もとても嬉しいrn青水さん）。

歯科医師と密接に連携をし、患者さんと直接面談しながら細かい要
望を聞けるのも大学病院の歯科技工士ならではのことです。

「学生実習のとき高校生の女の子の前歯が欠けたのをきれL、に治し
てあげたら、本人はもちろん親や歯科医師の先生もみんなとても喜んでく
れました」と清水さん。患者さんの喜びを共有できることがこの仕事の醍

醐味といえるようです。職人
的な匠の技はもちろんです
が、インプラントやコンビュー

タによる設計などハイテク技
術に通じていることも求めら
れ、日々研績が求められると
ても奥の深い分野でもある
のです。
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園田園地域連携の部屋
このコ ナ では、徳島大学病院が徳島県や他の医療機関の皆さま等と協力し、
患者さんへのよりよい医療の提供を目指してすすめている、様々な取り組みについ
て取り上げます。

寄附講座N

今回は、阿波を愛し徳島の医療を担う1「総合診療医学分野Jをご紹介します。

．みんなで育てる徳島のための医者と医療
私たちが取り組む地減医療学分野の役割は次のとおりです。

I 1 ：：：；：：：：��� 2 一一 3 ：！誌研究
｜

簡潔に言うと、徳島県全体で連携協力して、徳島のために働いてくれる医者を育てようということ
です。そのために、最初の数年間は徳島県内の各地域を回って総合診療、地域医療、チム医療
をみっちり学ひ去す。小さな町や病院ならではの包括的な医療を肌で体感するように地域、コミュニ
ティlこどっぷりと漬かつて覚えるのです。さまざまな臨床能力を身につけておくことは若い頃にしかでき
ませんし、地域にとって何よりも，�、要とされる幅広い分野で初期治療が出来る医者になるには、総
合診療能力を備え、幅広い人間理解、患者と家庭、職場そして地域とのつながりを重視した包括的
医療が求められるからです。

そして、それらの教育によって身に付けた基本的総合診療技能は、将来臓器専門医を目指す医
師にとっても大きな財産となります。現場で実践経験引責むという地域の病院の長所と、最新の医
療情報を学べる大学の良いところをミックスして、徳島県のために働いてくれる徳島県に根ざした医
者を育てようというわけです。

・阿波踊り、スダチ狩り、民宿体験
西部は三好市、南部は海部郡、そして中部は那賀町と、私たちのフィールドは徳島県全体でもす。

ただ、それは過疎地医療に限定されたものではありません。地域医療に携わりながら、地域の行事や
風物を楽しみ、短時間でも暮らしを共にする経験が貴重だと思うのです。

そうした中で、地域にはそこに根付いた地域ならではの医療があることを理解しつつ、自分自身の
徳島への親しみや愛情を深め、また、若いエネルギーを備えた彼ら、彼女たちが地域に入っていくこ
とで地域が変わることも期待してし法す。

若い時期にいろいろな乙とを経験し、何かのきっかけや縁で、徳島に馴染みをもってもらい、それが
未来の徳島の医療を支える人材を育てることにつながることを心から願って取り組んでいます。

「寄附講座Jについて
徳島県は、医師不足解消などを目

的とした「地域医療再生計画」のひ
とつとして、2010～2013年度の4

年間、運営費等を負担し「地域産婦
人科診療部J rER·災害医療診療
部」「地域外科診療部」「総合診療
医学分野jの4つの「寄附講座」を
徳島大学に開設しました。「寄附講
座」に所属する教員（医師）は、県立
病院（中央病院、三好病院、海部病
院）において診療活動を行いつつ、
地減医療に関する研究を通じて同
病院を支援するとともに、将来の地
域医療を担う医師の養成に取り組
んでいます。

説明は、
徳島大学大学院
ヘルスパイオサイエンス研究部
総合診療医学分野
特任教授

谷憲治（たにけんじ）／中央手前右
・問い合わせ
総合診療医学分野 Tel.088 633-9656 
・「総合診療医学分野」ホ ムベ ジ

http://www.tiiki.umin.jp/ 


	いきいきらいふno.31
	p表1～p表4_3
	P1～P2_3
	P3～P4_3
	４校
	P7～P8_3
	P9～P10_3

	P3～P4_3



